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研究成果の概要（和文）：　野生動物の行動の研究は、これまで直接観察法が主体であった。しかし、多くの野生動物
は人間を忌避し、観察が困難な場合が多い。そこで本研究では野生動物に超小型撮影装置を装着し、動物側から撮影し
情報を収集することに着目した。開発した超小型ビデオカメラをツキノワグマの首下に装着し、昼夜撮影した。収集し
た670分の映像を分析したところ、移動275分(41.0%)、休息357分(53.3%)、採食36分(5.4%)、飲水1.5分(0.2%)、交尾30
秒(0.1%)が記録されていた。超小型カメラ装着による動画分析は、野生動物の生態を解明するための調査手法として大
変優れた方法であり、今後増加すると思われる。

研究成果の概要（英文）： Behaviors of wild animals have been studied mainly with a direct observation 
method. In many cases, however, observation is difficult because wild animals tend to avoid human beings. 
This is why, in our studies, we were focused on photographing and information collection from the 
viewpoints of wild animals by attaching animal-borne video systems to them. The very small video cameras 
could take images night and day. The 670 min of the usable footage was analyzed, with a total of 275 min 
(41.0%) recording traveling behavior, 357 min (53.3%) resting, 36 min (5.4%) feeding, 1.5 min (0.2%) 
drinking water, and 30 seconds (0.1%)mating.In any case, video analysis using miniature camera 
attachments is a highly superior study method to investigate the ecology of wild animal species. Thus, 
the number of studies analyzing information obtained via the attachment of cameras directly onto wild 
animals is likely to increase in future.
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１．研究開始当初の背景 
近年、野生動物の研究技術はめざましいも
のがある。GPS 発信機装着により、多くの野
生動物において、位置情報が容易に記録でき
るようになった。また、センサー付き自動撮
影カメラを調査地に設置することで、人を忌
避する動物に対しても観察記録が収集でき
分析できるようになった。しかし、GPS で得
られる位置情報は、現在の地図情報では詳細
な植生の情報を得ることは困難であり、個体
の行動まで詳細に判断することはできない。
また、センサー付きカメラでは、一定の箇所
でしか、野生動物の情報を収集することがで
きず手法には限界がある。本研究では、発想
を逆転して動物側にカメラを装着し、動物側
の目線から採食物や個体間の関係、生息地利
用状況を分析する。報告者がこれまで開発し
てきた野生動物用超小型カメラの性能をさ
らに向上させ、個々のデータをそれぞれ集約
して従来の方法では明らかにできなかった
野生動物の生態を明らかにすることを目指
した。 
 
２．研究の目的 
野生動物を対象とした野外研究は、人側の
目線からデータを収集する直接観察法が主
である。しかし、野生動物は人を忌避するた
めデータ収集には労力がかかり、収集が難し
い場合もある。超小型カメラを動物へ装着す
ることで、直接観察法とは別の視点から動物
の生態を解明することが可能となる。ツキノ
ワグマの採食物や行動を把握することを目
的に研究を行った。 
 
３．研究の方法 
(1) 動物用装着超小型カメラの開発と作成 
ツキノワグマに装着する小型カメラの開
発を実施した。赤外線照明内蔵のカメラ重量
は 39g 横 45mmx 縦 22mmX 奥行 19mm を作成し
た。記憶媒体は、microSDHC 32GB を用いた。
電源は単 3 乾電池を 3 を直列にし、さらに 4
並列として容量を増やし、カメラ及びコント
ロール用マイコンの電源とした。回路は、マ
イコンからの出力をフォトカプラを介しマ
イコンに伝達した(図-1)。PIC マイコンは
12F683（Microchip 社製）を使用し、プログ
ラムにより、電源 ON/OFF、撮影開始/停止、
赤外線 LED 照明の制御を行った。 
カメラとバッテリー、基板の収容は、強度の
高いポリカーボネート製の防水ケース（タカ
チ製作所製 BCAS081107G）165g を使用した。
開発したカメラを２台をケースに収納した。
レンズ部、ケースの中央部に上下に２か所、
直径 1.5cm の円状の穴を２か所開けた後、無
色透明のアクリル板を固定した。外部ケース
に VHF 電波発信器 LT-01,130g(サーキットデ

ザイン製)とTimed collar release R1C 127A 
(Sirtrack 製) をベルトに装着した。総重
量は、410g とした。開発した機械の重量は、
行動への影響、動物福祉を考慮し、体重の 5%
以内になるよう遵守した。カメラ１台の撮影
可能時間は、350-400 分で２台をセットして
いるので、最大 700-800 分の撮影が可能であ
る。プログラムにより電源の 0N および off、
撮影の開始、停止、赤外線 LED 照明の制御を
行い、稼働開始後 3日間は 2時間間隔で 30
秒撮影、その後は 10 分間隔で 30 秒の撮影を
繰り返えすよう設定した。想定される記録期
間は、当初の 3日間で 18 分間撮影(12 回/日
×3日×30 秒)、その後は 1日あたり 48 分（6
回×24 時間×30 秒）ずつ記録を行うので、
14-16 日間の撮影ができると想定された。但
し、撮影画像によっては記録データ量が増減
したり、低温下ででは電池寿命が短くなる場
合があり、実際の日数は変わる可能性が予想
された。 

図-1 使用した回路図 
 
(2)開発した動物用超小型カメラの装着と回
収 
兵庫県養父市氷ノ山山系周辺で捕獲したツ
キノワグマに首輪型カメラを装着した（図―
２）。首輪から脱落させるドロップオフは、
3 週間後に作動するようセットした。4 週間
後、VHF 電波発信器の発信パルスを用いて、
脱落したカメラの場所を特定した。そして脱
落したカメラの回収を行った。 

図-2 ツキノワグマに装着した超小型カメラ 
 



４．研究成果 
ツキノワグマにカメラを装着後、4週間後
に調査地でVHF電波発信器の発信状況を確認
し、脱落したカメラの位置を特定し、回収し
た。記憶媒体から映像データをパソコンへ移
し、動画を再生し分析を行った。撮影に成功
した時間は２台カメラの総時間 780 分 85.9%
であった。そのうち、判定不能な動画は 110
分 14.1%であった。動画のブレによる判定不
能が 102 分と最も多く、レンズ部に装着した
アクリル板の汚れによる不良画像が8分であ
った。判定できた 670 分の映像を分析したと
ころ、移動 275分(41.0%)、休息 357分(53.3%)、
採食 36 分(5.4%)、飲水 1.5 分(0.2%)、交尾
30 秒(0.1%)が記録されていた。採食物は 11
種観察された（図―３）超小型カメラの撮影
稼働時間は、短時間でデータ収集は限られて
おり、今後は長期撮影にむけた蓄電量の多い
バッテリーの改良と記録媒体の装着が重要
である。バッテリーが増えると重量が増える
問題が必ず発生する.ビデオカメラを開発す
る場合、生体への影響を十分考慮しながら行
う必要がある。本研究では、ＧＰＳ発信器に
よる位置情報は行わなかった。ビデオカメラ
動画とＧＰＳによる位置情報を照合すれば、
個体の好む生息地の情報がさらに明確にな
るであろう。いずれにしても、超小型カメラ
装着による動画分析は、野生動物の生態を解
明するための調査手法として大変優れた方
法であり、今後、野生動物にカメラを装着し
画像情報を分析する研究は増加すると思わ
れる。 

広葉樹の葉を採食する画像 
矢印 Aはクマの下顎 

甲虫類幼虫を採食する画像（夜間LED撮影）  
矢印Aはクマの下顎 Gは幼虫の頭部 
 

シカを採食する画像  
矢印Aはクマの下顎 Cはシカの頭部 
 
図―３ 観察された主要採食物の画像 
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